ヨウショウ レンケイ キョウイク カリキュラム ノ コウチク カリキュラム ジッセン ノ ストラテジー ト ヒョウカ プロット モデル by 田中 亨胤 et al.
研　　究　　紀　　要




















































































































































































































































































































○パラダイム１： 事例１  事例２  事例３  事例４ 
事例５
○パラダイム２： ・・   事例２  事例３  事例４ 
事例５
○パラダイム３： 事例１  事例２  事例３  事例４ 
事例５
○パラダイム４： 事例１  事例２  事例３  事例４ 
事例５
○パラダイム５： 事例１  事例２  事例３  事例４ 
事例５
○パラダイム６： ・・・  ・・・  ・・  事例４ 
事例５


















































































－  66 －
ないか。
　連携教育にとどまらない教育のスタンスにな
るが、次の三つの視座が今後連携教育カリキュ
ラム構築にどのように位置づけられるのか。一
つは、「治療的視座」であり、二つは、「予防的
視座」であり、三つは、「増進的視座」である。
連携教育は、現実の負の克服であり、生涯の歩
みにつながる底力を身に付けることであり、子
ども達の持ち味や力をはぐくみ、高めることで
ある。
　このような教育的文脈を下地に置く連携教育
の展開は、それぞれに特色を持つことになる。
同じような連携教育の取り組みのようでもある
が、そこに通底する教育的視座から練り出され
る子ども達の姿や育ちには、様々な色模様があ
る。連携教育は、教育行政からのやや外発的な
いきさつから取り組まれるところもあるが、日
常の教育実践の必然性から取り組まれる内発的
な実践展開に、連携教育をシフト変換する段階
に、今あると考える。
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